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本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 、 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修 正 し た も の で す 。 操作 方 法 が 分 か ら なく な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと 
か 、 製 品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 場 
合 に お 使い 頂く 事 を 念頭 に 編集 し て お り 、 正 し く お 使い 頂く た め に は 必ず 製品 に 同 柚 さ れ 
て いる 説明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 
一 切 お 受け 致し ませ ん の で 、 予 め 御 理解 くだ さい 。 


沿 、 正 式 な 説明 書 は 無線 機 販売 店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳 しく は 下記 の 弊社 ウエ ブサ イ 
ト を ご 参照 くだ さい 。 
http://wwwr.alinco.co.jp/denshi/14.html 
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と 使用 の 昔 に 必ず お 読み くだ さい 第 1 章 機能 と 特徴 


・ 39 種類 の CTCSS トー ンス ケル チ 算 態 吉 1.1 標準 付属 品 
・104 政 類 の DCS デジ タル コー ドス ケル チ 僕 能 搭載 


テマ ャ チュ ア 和 無線 局 が 霊 流 法令 を 議 守 し て いて も 中 お わ ぬ 電波 


0 居室 が 起き る こと が あり ます 。 


画 電 波 の 発信 前 に お 気 を 付け て いた だ 


・ ケ ー ス を 外し て 内 部 に 手 を 超 れ な いで くだ さい 。 


・ バ パッ テリ ー 


バッ ク (Ni-MH 電 池 ) 


和議 の 也 四 に な り ま す . 移動 運用 の 不 に は 十分 な ご 配慮 を お 当 い いた し ます 。 ・TOT (タダ タイムアウト タイ マー) 機 着 60 
- 互 料 旨 光 の 当たる 場所 、 ほ こり の 多い 所 、 税 房 刀 具 の 近く に ・ チャ ン ネ ルネ ー ム 擬態 ・ EDC-2 (AC 100V) 秋 員 電器 (ウォ ー ル チャ ー ジ ャ 2| 
な ど で の こ ご 使 用 、 お よび 保管 注 し な いで くだ きい 。 心 注 意 ~ トー ショ ー ル 人 本 730.2100.1000.1450Fz) "へ リカ ルマン テナー 2 
- テレ ビ 、 チ ュー ナー な ど 他 の 機器 に 影 導 を 与え る 場合 に は 主 に 次 の よう な 場所 で の 運用 は 原 周 と し て 禁じ られ て いま - タロ ー ン 機能 ・ ベ ルト クリッ プ 
距離 を 杏 し て ご 使用 くだ さい 。 す 。 ・ 次 明和 幸 機能 22 ラウ 
・ 付 局 の アン テ ナ に 完 会 に 取り 付け て お 使い く を さい. ・ 航 空 術 内 、 空 港 敷 凶 内 、 新 遇 線 車 両 内 、 茎 務 用 無 百 局 周 ・ MRS ( 投 欠 に 音 ) 携 能 ・ 取扱 説明 書 
, 鍵 孝 電源 に は 必ず 専用 の アタ ティ プ ブ ブ ィ ル ダ ター 付き シガー 城 、 お よび 、 そ れ ら の 中 維 局 周辺 な ど 。 ・ 乾 吉池 ケー ス EDH-30 
ライ ター ケー プル (EDC-36) を お 使い くだ さい 。 ・ 運用 が 必要 な 場合 は 各 管 理 者 の 承認 を 得 て く だ さい 。 * 保 証 千 


・ ハ イ バ パワ ー で 長 時 間 送 信 し 続け ます と 、 携 器 が 刀 熟 し ます 。 
お 取り 季 い に は 十分 注意 
し て くだ さい 。 


・ 方 一 、 煙 が 出 た り 、 異 呉 が の 町 中 内 に ある 直流 電源 を 使用 し て ください. 2.1 付属 品 の 取り 付け 方 
RS ・ 友 に 外 弄 電 源 を 接 焼 する 場合 に は 、 必 ず オ プシ ョ ン の 基 昭 6 AR ジ 0 2 の 原 9R 太 8 は 
を すみ や か に 補っ な だ 地 局 月 DC ケー ブル (EDC-37) を 使 月 し 、 本 体 出 面 に ある DC 【 ヤ 』 ン テ ナ の 取 9 り 付け ・ 取 り 外 し 方 、 取 り 付け 方 
こっ 重 源 ジャ ッ ク に 直 裕 接続 し て くだ さい 。 ・ 取り 付け 方 付 虹 の ベル トク リッ プ を 本 き 


雪 全 を 確か め た 上 で 販売 
店 、 ま た は 最寄り の 当 福 サ 
ービス 恋 口 へ ご 運 絡 くだ 
さい 、 


ハム バン ド の 近く で は 、 多 く の 業 落 必 筑 線 師 が 運 有 され て い 
ます 。 これ ら の 無線 局 近 く で の 電波 発信 に は る 気 を 付け て く 
だ さい 。 


還 外 部 電源 使用 時 の 注意 


・ 本 機 に 奈 す る 外部 電源 は 、 必 ず 出 力 電 圧 が 7.0V て 16.0V 


・ 車 の シガー ソケット か ら 和 電源 を 取る 場合 に は 、 電 用 シガー 
ライ ター ケー ブル (EDC-43) ま を は アク ティ ブフ ィ ル ター 本 
き シ ガー ライ ター ケー ブル (EDC-36) を 使 選 し て くだ さい 。 
な お 、 運 圧 時 に は ノイ ズ の 混入 防止 の 面 か ら ア クティ ブ ププ 
イル ター 付き シガー ライ ター ケー ブル GEDC-36) を 使 必 し て 
くだ きい ゆい 。 

・ 婦 部 電源 ケー ブル の 抜き 差し は 、 必ず 本 全 の 節 源 を OFF に 
し て か ら お おこなっ て で くださ ぃ ^、 


第 2 章 付属 品 


1 アン テ ナ の 層 元 を 待ち ます 。 

2. 底面 の 洪 と 本 休 の アン テ ナ コ ネ ク 
ター の 凸 加 部 を 合わ せ て 閥 し 込み 
ます 。 

個 、 ユア ン テ ナ を 馬 方 向 () に ゆっ く 

だ り と 回 し ます 。 

| | 軸 寺 4 回 転 が 止 まり まし た ら 確 実に 取り 
* 付け た こと を 確認 し ます 。 


1 


・ 取 り 外 し 方 
アン テ ナ を 反 時 方 向 ( 左 ) に ゆっ くり と し ます 。 


・ 取 り 外 し 方 


体 の 硝 面 部 に 取り 付け ます 。 
ベル トク リッ プ の ツメ を 

「 カ チッ ]」 と 音 が する まで 
押し 込 婦 ま す 。 


ベル トカ リッ プ の ツメ を 
押し 上 げ て 、 ゆ っ くり と 
引き 疲 き ます 。 


二 RE ド ラダ め けけ か 注意 際 バッ テリ ー の ショ ー ト 防止 の ご 注意 還 音 通 充電 器 ( ウ ォ ー ル チャ ー ジ ャ ー) (EDC-92) 
ご ッ p 


・ 充 電 方 法 
・ 本 棲 は 出荷 時 に は 充 宇 され て お り ま せん 。 パッ テリ ー バ パッ ク を 持ち 運 豆 と き 1. 本 体 に バッ テリ ー パ ッ ク を 対 区 し 
ベル トク リッ プ に 凍 の よう に 到 り 付 お 買い 上 げ 後 に 充電 し て か ら ご 和 h 用 くだ さい 。 に は 、 適 子 を ショ ー ト させ な いよ 電 原 プラ グ ます 。 "乾電池 ケー ス は 装着 し な い 
ビ ま す 。 ・ 本 バッテリー を EDC-32 で 欧 電 する と き は 最大 12 時 間 が 必要 うに 注 門 し て 下 き い 。 で 下さ い " 
で す 。 コー 泊め わ 。 に 2. 本 作 の DC 電源 ジャ ッ ク に 警 通 充 
p ・ 死 電 は 0 で ー407C の 温度 細 団 内 で お こ な っ て くだ さい 。 本 か 0 は AC アダ プ タ 電器 の AC テ アダ プター プラ グ を 接 | 2 
・ バ パッ テリ ー バ ッ ク の 改造 、 分 解 、 火 中 、 水 中 へ の 投入 は 危険 で プラ グ 続 し ます 。 
すか らし な いで くだ さい 、。 3. 電源 プラ グ を 家庭 用 電源 の 
・ パ バッテリ ー パ ッ ク の 半 子 は 維 対 に シュ ー ト させ な いで くだ さい 、。 ACIOOV コンセント へ 接 鞍 し ます 。 
ct バッ テリ ー の 発 束 に よる 火 竹 の 菅 れ が あり 注意 
ます っ 


・ 導 要 中 上 の 長 時 間 の 充電 ( 過 電 ) ほ は バッテリー の 性能 を 低下 さき 


更 バッ テリ ー パ ッ ク の 取り 付け ・ 取 り 外 し 方 せま す の で 選ば て くだ さい 


・ 租 通 充電 衣 (EDC-92) を 充電 使用 時 に は 必ず トランシーバ ー の 電 


・ 取 り 集 け 方 


ツメ (は カ所 ) 


ベッ テリ ー バ パック の ツメ を 
本 信 の 閉 に 合わ せ 、 近 さえ 
る よぅ に 球 印 の 方 庫 に 「 カ 
チッ 」 と 埋 が する まで 泊 し 
込み ます 。 区 


・ 到 り 外し 方 


バッ テリ ー バ パッ ク の ツメ を 押 
し レ 上 げ て 、 矢 印 の 方 向 に ゆっ く 


・ パ ッ チ リー バ パック の 架 存 は 、 一 200C ン 十 4S で の 範 弄 で 温度 が 低 
く 乾 燥 し た 場所 を 選ん で くだ さい 。 
それ 以外 の 温度 や 宰 蛋 に 温度 の 高い 所 で は . バッ テリ ー の 漏 液 
や 、 金 昨 部 分 の サビ の 原因 に な り ま す の で 選 け て くだ さい .。 

・ 通 常 の 使用 で 約 500 回 の 玩 電 が 可能 で す が 、 所 定 の 時 間 充 電 し 
て も 使用 時 間 が 寺 し く 短 い 場 合 は 春闘 が つき た も の と 思わ れ 
ます 。 新 し いも の に お 到 署 え く だ さい 。 

・ ご 使用 済み の ニッ カド 生 池 は 貴重 な 資源 で す 。 再 利用 し ます の 
で 、 廃業 し な いで ニッ カド 電 池 回 収 協力 店 へ ご 穫 参 くだ さい 。 

・ ご 使用 済み の Ni-MH 電 池 は 貴重 な 資源 で す 。 再 利用 し ます の で 
廃棄 し な いで Ni-MH 電 池 回 収 協力 店 へ ご 持 琴 下さ い 。 


金属 物 一 遇 に し て カバ 」 定 園 デ ッ キ し て いる 世に たる] 名 や 画 際 な どの 憲 農 類 に 増 


1 ン な ど に 入れ な いで くだ ん だ り 、 内 柚 が 次 宣 誠二 の 1 子 を 掴む さ 1 


せ た だ た り 、 金 京 を | 
きい < カバ ン な ど に 理 和信 れ た り | 通す 洛 泊 に 語 か な いで くだ 
し な いで くだ さい 。 さい 、 


六 を "OFF~ に し て お いて くだ さい 。 


・ 普通 充電 器 (EDC-32) を 使用 し な いと き に は 、 電 源 コ ン セ ント か 


ら 外 し て お いて くだ さい 。 
・ 他 社 製 品 の 充電 等 に は 、 絡 対 に 使 用 し な いで くだ さい 。 


・ 充 電 時 前 は パッ テリ ー バ ッ ク の 消 可 状 塵 に よっ て 異な り ま す が 


最大 12 時 間 が 必要 で す 。 


・ 本 痛 の 充電 庄 子 を 伴 履 片 等 で 短 苑 さ せ た り する と 本 複 に ダメ ー 


ジ を 与え る 場合 が あり ます 。 
・AC10OV が 覆し く 倒 下 する と 充電 で き な い こと が あり 寺 す 。 
・ 普通 充電 回 (EDC-92) は 外部 DC 電送 に は な り ま せん 。 


@ バッ テリ ー 充 電 時 期 の 目安 


り と 引き き ます 。 


華 量 表示 


に 
/ リガ 表 志門 池 球 量 
5 女 刀 刀 ( 王 較 | 穫 人 の 玉 呈 は 分 に あり ます - 


ーー 穫 信 の 末 太 は 少く な り ま し た 。 
売 坦 しく だ きい 
・ 電 池 の 残 量 表示 は 測 悟 湯 度 や 電池 の 使用 閣 度 に より 多少 
異な る こと が あり ます 。 
・ 充 電 が 必要 な 時 期 に なか っ て も LOW 出力 送信 や 受 依 の み 
で あれ ば 、 さ ら に 使用 が 可能 で す 。 


・ 陸 電池 ケー ス 使 用 時 の 使用 乾電池 に つい て | 
本 痺 を 屯 電 池 で 係 用 され る 場合 は 、 必 ず ア ルカ リ 電 池 を お 使い 
下さ い 。 
マン ガン 電池 を 使用 され ます と 等 婦 坦 本来 の 性 施 や 能 を 飲 注意 
畠 で き な い こと が あり ます 。 


の バン な ど に 入 泊る と 寺 は 、 電 束 呈 送 さ な い 布 や や 届 で | 電気 ま を 通さ な い 物 な ども を 臣 
に 包ん で くだ さい いて か ら 還 いて くだ さい 


乾 二 池 ケー ス EDH-30 に つい て 


・ 乾 電池 ケー ス の 上 側 の カバ ー の 
ロッ ク を 外し て 上 方 向 に 取り 外し ます 。 

・ 市 販 の 昔 3 型 アル カリ 閉 電 池 6 本 を ケー ス の 交 押 の 極 逢 
表示 に 汗 っ て セット し 、 最 後に カバ ー を 到 り 付け ます 。 


・ パ バッテリー パッ ク を 持ち 運び する と き に は 必ず 付属 の 氏 
に 入れ て 下さ い 。 
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第 3 章 加 部 の 名 称 と 探 作 


店 


| ダイ ヤル を 本 し て 送信 受信 周波 数 、 メ モリ 
ー チ ャ ン ネ ル 、 オフセット 周波 敦 、 ト ー ン 周 , 
波 表 、DCS コー ド 、 セ モッ トモ ー ド 内 容 、 メ 


ダイ ヤル モリー 名 入力 到 字 を 選択 し ます 。FUNC キー 

を 押し た 後 、 ダ イヤ ル を 回 す と 1MHz ずつ 
に 周波 韻 を 潮 三 で きま す 。 

外部 2.3 ぁ ステ レオ プラ グ を 使用 し て 外部 マイ ク 


MC 敵 子 [2kQ) を 接続 し ます 、 
紀 M 3.3 ぁ モノ ラル プラ グ を 使用 し て 外部 スピ ー 
る) を 徐 焼 し ます 。 


時 乗 泊 ス イッ チ を 約 秒 出 錠 す と 起 湖 の 
WM スイ 「 シ チ ION7oFF ぶ で きま す 。 
IFUNC キー と 凶 に キー を 組合 わせ る 事 で 
紅 々 な 機能 を 使用 で きま す 。EUNC キー を 約 | 


NNP キ ー 」2 間 還 す と モッ トモ ー ド に 入り 拉 々 表 定 
まで きま す 。 

⑦ | マイ ク マイ ク か ら さ 約 Scm 郊 れ て 話し て く だ さい 。 

2 衝 竹 機能 キー。 

MM 了 e 14 ペー ジ ) 


條 側面 部 
3 本栖 の 名 称 を 動作 アンテ ナ 側 ダイ ヤル 側 | HBNc - ] 除 賜 の ヘリ カル アン テ ナ を し っ か り と 差し 
備 上 面部 、 前 面部 : の ディ ュ プ レイ 本 マニ ニア ル の 「 デ ィ ユ スプ レイ の 表示 」 を 参 込み ます 。 も し も 別売 の アン テ ナ を 使用 する 
(LCD) . 表 くだ さい 。 (war 15 ペー ジ ) 電信 は SWR(Sanding Wave Rato) の 低い アン 


| テ ナ を 3 お 選び く 定 き い 。 


PTT キー を 押す と 半 信 し ます . PTT キー テー 
区 す と 受信 に 匠 り 巻 わり ます , 


IMONTI キー を 押す と スケ ル チ ぶ 開き 受信 宮 . 
が 聞こ えま す 、TSQ/DCS が 朋 定 され て いて! 
も スケ ル チ は 開き ます 。FUNC 吉 殺 中 に | 
iMONT キー を 押す と ラン プ 玩 月 が 約 5 秒 間 
点 紅 し ます 。 PIT キー 押し な が ら MONT キ 


7 大敵 子 で す - 当社 キア ジュ ジラ 

ィ ル ダー 付き シガー ライ ター ケー ブル | 
EDC-36 を 接続 し 吉 中 で 使用 ご き ま す 。 ジ ャ : 
ッ ク 和 極 性 は ピン 中 央 が 二 極 、 外 側が 一 政 で ・ 
す 。 な お お 外部 電源 を 使用 する 場合 は DC7.0 
ーDC16.0V 2A 以上 の 安定 化 吉 源 を 使 必 し て 
くだ きい 。 
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3.2 キー 操作 
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ーー 
《、 キー を 押し た 衝 、 譜 中 


に 3 本 軸 さっ チャ ン レネ ー ふ の 設定 
で | 区 坪 ボリ ュー ム 湖 本 モー ド iz 17 ペー ジ ツ 0 に 
[ | ュ ケ ル チ レ スー ソレ cs ュー ルチャ ン ネ ル 呼 が 出し . 
くう ル 誤 王 モ ー ド (em 16 ペ ー ジ ) SS 


キー ロッ ク 疫 定 em 23 ペー ジ 


VERO モー ド と メモ リー モー ド の 
切り 符 え (7 ペー ジ ) 


敵 


- 送信 出力 還 /Low 切り 鞍 え 


der 2 ペー ジ 


メモ リー 等 き 込み (E 記 20 ベ ページ め 


3.3 ディ スプ レイ の 表示 


G「 Id 。 あ キー を 探す と 点灯 し ます 。 。 |! SQL | メタル チ を 赤 千 し て いる 時 に 京 村 し ます 。 
2 ーー 一 生生 受信 刺 法 竹生 生 主 内 底 な ど を 去 し : 
|@ 十 オフ セッ ト 財 下 二 ン +) を 表示 し ます 。 の 剖 導電 剖 
| き | トー ン エ ン ニ ー ダ 設定 時 に 点灯 し ます 。 |⑳!| 間 W "= メモ リー モー ド 呼 誤 灯 し ます 。 ] 
! ルカ OSS 了 1 メモ リー チャ ン ネ ル No や 各 設 定 レ ベル を 委 . 
③ ISG」 トー ンス ケル チ 役 定時 に 点 電 し ます 。 8 gg 訟 3 - 
③. DCS IDCS 再 定時 に 点灯 し ます 。 | 借 |  ・ | 同 波数 や スキ ャ ン 有 作 を 表示 し ます 。 | 
!⑤ 〇 ーー 同 炎 数 及び キー ロッ ク 設 定時 に 京 利 し ます 。 |⑳ BUSY | スケ ル チ が 衣 く と 京 灯 し ます 。 
S | オー トペ ワー オブ 機能 が ON の 時に 点灯 し | eo PA 了 | 
の | _- APO ます @| ノノ ノノ 和合 し ベル と 送信 出力 PE かじ ます 」 
⑧ ( 且 較 | | 池 才 時 少な く な る と 内 部 が 消 紅 し ます 。 [9 | 交 和紙 蝶 ON 時 に 点 条 し ます 
人 LO | 閉 信 出 力 が LOW 計 点 灯 し ます 。 四 AA 條 各 遇 子 制御 尼 能 ON 時 に 点灯 し ます 。 
| WOL | 半 還 を 靖 避 し て いる 詩 に 点 好 し ます 。 @ 上 L] MR 次 能 ON 時 に 京 広 し ます 。 


| 
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第 4 章 基本 の 使い 方 


4.1 
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電源 を 入れ る 


D1-193J 


で キー を 約 1 秒 押 す と 電源 が 入 
り ま す 。 


も う 一 度 で や キー を 約 1 砂 押 す と 
電源 が 切れ ます 、 


4.2 スケ ル チ を 調整 する 


スケ ル チ と は 一 定 レ ベル 以上 の 信号 を 受信 し た と き に ス 
ピー カー か ら 「 ザ ー シ 」 と いら うら 音 を な くす 擬 能 で す 。 

「 ス ケル チ が 名 く : と は 、 信 号 を 受信 し て 受信 童 を 出す こ 
と が で きる 状態 を 示し ます 。 


・ ス ケル チレ ベル は 、(0 0) て (2 0) ま で の 21 役 陸 で す 。 
・ 補 増 状態 に 0 0( 最 小 ) で す 。 


1 キー を 押す と 、 LCD の SQL! が 点灯 し 、 ス ケル テ 
レベ ル が 表示 ぎれ ます 。 


2. ダイ ヤル を 回 し て スケ ル テ レ ベル を 増加 又は 滅 み させ 
ます 。 
設定 衛 を 大 きく する と 強い 惜 愛 で ス ケル デ が 騰 く よう 
に な り ま す 。 

3. MONI キー 以外 の キー を 押し 設定 を 完了 し ます 。 
ダイ ヤル の 無線 作 状 態 が 約 5 秒 続い て も 自動 的 に 設定 
を 完了 し 通常 表示 に 戻り ます 。 


4.3 音量 を 調 葬 する 


・ 音 遇 調整 は に 、(0 0)~(2 0) ま で の 21 段 北 で す 。 
・ 芝 期 状態 に 0 0( 最 小 ^ で す 。 
0 0 の 場合 、 音 声 に 閉 こ えま せん 。 


1. キー を 押す と 、LCD の 「VOL」 が 京 灯 し 、 音 基 レ 
ベル が 表示 され ます 。 


2.、 ダイ ヤル を 回 し て 音量 レベ ル を 増加 又は 減少 = 写 ま す 
設定 役 を 大 きく する と 音量 も 大 きく な り ま す 。 

3. MON』 キー 以外 の キー を 提 し 設定 を 完了 し ます 。 
ダイ ヤル の 無 操 作 状態 が 約 5 秒 続 いて も 千 勤 鬼 に 設定 
を 完了 し 通常 表示 に 戻り ます 。 


4.4 VFO モー ド 


工場 出荷 時 か ら 最 初 に 電源 を 入れ た と き に 表示 され る モ 
ー ド で す 。 
周波 数 や 各種 機 能 の 設定 を 変更 する こと が で きま す 。 


亀 周 波数 の 設定 
キー を 押し VFO モー ド に し ます 。 
で や キー を 押す 毎 に VFO モー ド と メモ リー モー ド ポ 切り 
大 わ り ま す 、 メ モリ ー モ ー ド 時 は ディ スプ レイ に JI | 2 
の 文字 が 表示 され ます が 、VFO モー ド に に は 表示 され ませ ん 


チャ ン ネ ルス テッ プ で の UP ノ DOWN 

ダイ ヤル を 時 計 方 向 に 匠 す と 1 タリ ッ ケ で 1 テ ャ ン ネ ルス 
テッ プ ず つ 周 波数 が 装 加 し ます 。 

また ダイ ヤル を 反 時 計 方 向 に 回 す と 、1 ク リッ ク で 1 チャ 
ン ネ ルス テッ プ ず つ 、 周 波 雪 が 減少 し ます 。 


1MHz UP〆DOWN 


ざ 5 キ ー を 雷 し 後 自記 点灯 中 に ダイ ヤル を 回 す と 、 可 す 方 
言 に 応じ て 属 波数 が IMHz ずつ 増加 又 に 吉 少 し ます 、 


4.5 メモ リー モー ド 


| 
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あら か じ め 豆 箇 し て お いた 周波 数 を 呼び 出し て 軍用 する 
ミード で す 。 

本 製品 は 40 個 の メモ リー テ ャ ン ネ ル (⑩…39CH) を 苦 っ て い 
ます 。 

メモ リー を 増設 する こと に 出来 ませ ん 。 


天 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の 呼出 

し を う キ ー を 押し メモ リー モー ド に し ます 。 
て ゅ キー を 押す 毎 に メモ リー モー ド と VEO モー ド が か 切 
9 り 替わり ます 。 
メモ リー モー ド 中 は ディ スプ レイ に 「mMl と メモ リー 
チャ ン ネ ル No. が 表示 され ます 。 


選 
5<) 一 
" 57 


互 
も em 


メモ リー が 書き 込ま れ て いな い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル は 
WMm」 が 点滅 し YEFO 周波 数 が 表示 され ます 。 
2. ダイ ヤル を 河 し て 呼び 出し た いい メモリー チャンネル No、 

を 表示 させ ます 。 

時 計 方 向 に 回 す :1 チ ャ ン ネ ル ず つ メ モリ ー チ ュ ン ネ 
ルル 番号 が 増加 。 

反 時 語 方 向 に 回 す : 1 チャ ン ネ ル ず つ メ モリ ー テ チャ ン ネ 
ル 番 号 が 減少 。 


専 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の 書き 込み 


1. の キー を 押し メモ リー モー ド に し ます 。 
2. ダイ ヤル を 回 し で 希望 する メモ リー チャ ン キ ネル No. を 違 
択 し ます 。 
メモ リー が 書き 込ま れ て な い メ モリ ー テ チャ ン ネ ル は 
[MM が 点滅 し ます 。 
3. 再度 ぷ % キ ー を 押し て VFO モー ド に し ます 。 
4. 番 き 込み た い 周 波数 を 選択 し 、 必 要 に 応 レ し て シフ ト や ト 
ー ン 奏 能 を 設定 し ます , 
、 ごう キー 押し 後 計 点灯 中 に くつ キ ー を 沖 す と 、 完了 ビ ー 
プ が 鳴り 、VFO 周波 角 が 選 央 き れ た メモ リー チャ ン 
ネル に 番 き 込ま れ ます 。 


参 考 

- 手順 2 で メモ リー が 等 き 込 まれ て いる メモ リー テ ャ ン ネ 
ル を 選択 する と 、 手 う で メモ リー が 一 度 痕 去 さ れ 「mMI 
が 点滅 に 替わり ます 。 

・ メ モリ ー チ ャ ン ネ ル で し が 選 刀 きれ て いる と き に 、 コ ー 
ルチャ ン ネ ル も 書 舞 わり ます 。 
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介 メ モリ ー テ ャ ン ネ ル の 消去 

1 つゆ キー を 控 し メモ リー モー ド に し ます . 

2. ダイ ヤル を 皿 し て 、 消去 し た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル No. 
を 選択 し ます 。 
すでに 番 き 込ま れ て いる メモ リー チャ ン ネ ル で は ディ 
スプ レイ の (WMI が 点 穫 し ます 。 


3 5 キー 押し 後 還 京 二 中 に C つ キー を 押す と 、 ビ ー ブ 闘 
が 意 り 、 メ モリ ー さ れ た 周波 数 が 消去 され ます 。 こ の 時 、 
「WMM」 が 款 頃 に 替わり ます 。 


送 考 ' 

・ 近 順 3 で ディ スプ レイ の 「WMT」 が 京 滅 し て いる 状態 の 
と き ( デ ィ ス プレ イ に メモ リー の 内 容 が その まま 表示 さ 
れこ いる と き )、 どう キ ー 近 し 後 計 灯 や に 《 つ キー を 押 
す と 、 崩 去 し た メモ リー 肉 容 を 復帰 させ る こと が 出来 ま 
す 、 但し メモ リー チャ ン ネ ル や モー ど を 変更 する と 復帰 
は 不可 能 と な り ま す 。 


共 メ モリ ー 出 来る 内 容 
メモ リー チャ ン ネ ル 90…39 お よび ニー ルチャ ン ネ ル に は 、 
下記 の 内 容 を メモ リー する こと が 出来 ます 。 
・ 周波 数 
・ オ フ セ ッ ト 洞 波数 
・ シ フト 方 向 ( キ グー) 
・ ト ー ン エン ニー ダ 周 波数 
・ ト ー ン デニ ー ダ 瑞 波 数 
・ トーン エン ニー ダン デニ ー ダ 設定 
・DCS ニー ド 
・DCS 設定 
・ ス キッ プチ ャ ン ネ ル 設 定 
- ビ ジー チャ ン ネ ル ロ ッ クア ウト (BCLO) 
・ 送信 パワ ー 呈 し 
・ バ パッ テリ セー ブ プ 設定 
- ク ロッ クシ フト 役 定 
-・ テ チャ ン ネ ルネ ー ム 設定 


4.6 コー ルモード 


ニー ルチャ ン ネ ル で 待ち 受け する 時 や 、 呼 び 出 し する 時 に 
使用 し ます 。 

本 製品 に は 1 個 の = ニー ルチャ ン ネ ル が 用 意 き れ て いま す 。 
初 協 設 定 は 145.00MHz に な っ で いそ す 。 
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だ う ょ ー を 押し た 後 回 婦 や に の キー を 着 し ます 
ディ スプ レイ に 「 し 」 と 表示 され 、 ニ コー ルモード に な り 
ます 。 


2. 1 と 同じ 繰 作 を する と VEO モー ド 計 た は メモ リー テー 
ド に 戻り ます 。 
くつ キー で も 、 元 の YEFO モー ド ま た は メモ リー モー ド 
に 戻り ます 。 


・ コ ユー ルモード で は 周波 数 や メモ リー チャ ン ネ ル 徐 号 を ダ 
イヤ ル で 変更 する こと は 出来 ませ ん 。 

・ オ フ セ ッ ト 設 定 、 ト ー ン 設定 は 一 時 的 に 変更 し て 運用 す 
る こと が 出来 ます 。 

・ コ ー ル モー ド 中 は スキ ャ ン 機 能 は 使用 で きま せん 。 
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@ コ ー ル チャ ン ネ ル の 周波 数 を 変更 する 場合 

ュ コール チャン ネル は メモ リー テ チャ ン ネ ル の 一 つと し て 割 

り 当 で られ て いま す 。 従っ て 、 コ ー ル 周波 数 お よび その 他 
の 設定 を 変更 する 場合 は 、VFO また は メモ リー モー ド か ら 
メモ リー チャ ン ネ ル を 時 び 出 し て 書き 込み ます 。(s 「4.5 
メモ リー モー ド 」18 ペー ジ ) 


・ コ ー ル チャン ネル の 周波 唐 に 変更 で きま す が 消 去 す る こ 


と は で きま せん 。 


47 受信 する に は 


1. 電 源 SW を ON し ます 、。 
2 音量 を 上 げ る た め に で き キ ー を 印 し 、 ダ イヤ ル を 回 し て 
適当 な 容 明 に 設定 し ます 。 


3、 の を 提 し 、 ダ イヤ ル を 名 し て ノイ ズ が 消え る 状 胃 
に 設定 し ます 。 

4. 希 記 の 周波 数 を 選択 し ます 。 希望 周波 数 で 信号 が 受信 さき 
れる と 、 デ ィ ス プレ イ の SN が き 灯 し 、 受信 音声 が 敵 
こえ ます 。 ま を この 時 、 緑 色 の RX ラン プ が 点灯 し ます 。 


@ モ ニタ ー 槍 能 
受信 信号 が 弱かっ た り 、 途 多 れ た り し て 聞き づら い 時 に ス 
ケル チ を 一 時 的 に OFF する 機能 で す 。 
・WMONI キー を 押し て いる 間 だ け ス ケル テレ ベル の 設定 状 
態 に 関係 な く ス ケル 動作 が 解除 され 、 ス ピー カ か ら 童 
が 聞こ えま す 。 
トー ンス ケル チ や DCS 携 能 が 股 定 され て いて も この 
機能 を 使う と スケ ル チ を OFF に する こと が で きま す 。 


4.8 送信 する に は 


、 希 記 の 周 邊 数 を 選択 し ます 。 
2 PTT キー を 泊 す と 、 赤 包 の TX ラン プ が 点灯 し ます 。 
送信 其 喉 に な り ま す 。 
3. PTT キー を 沖 し な が ら 友 体 剖 硬 部 の 内 大 マ イク に 向 か 
っ て 普通 の 大 き さ の 束 で 話し ます 。 
4. 話し 終わ っ た ら PIT キー を 郊 し ます 。 
送信 夫 了 と な り 、 受 垣 決 引 に 戻り ます 。 
・PTT キー を 押し な が ら YONI キー を 押す と トー ン 信 号 が 
送信 され ます 。 全 評 22 ペー ジ ) 
・ 送 信 周 波 表 細 囲 外 で PTT キー を 押す と ディ スプ レイ に 
OFP が 表示 され ます 、。 
この 状態 で は 差 信 す る こと は 出来 ませ ん 。 


恩 送 信 出 力 の 切り 換え 

送信 出力 を 変え た あこ と が で きま す 。 

で の キ ー 泊 し 後 計 き 打 中 に くう キー を 吾 し ます 。 送信 パワ 
ー が [RIーーLi と 功 り 耕 わ り ま す 。 

LOW バ パワー 時 に は ディ スプ レイ に iLO」 が 点灯 し ます 。 
四 パワ ー 時 は な に も 表示 し ませ ん 。 

初期 慎 は LOW バウ ワー と な っ て いま す 。 

RF メー タ の 表示 は LOW パワ ー 送 信 時 あず 、 山 バ ワ ー 
送信 時 みみ ググ ググ 


送信 中 は 、 耳 プ L 差 信 出 力 の 切 堆 に 出来 ませ ん 。 


第 5 章 便利 な 機能 


5.1 


スキ ャ ン 機 能 


自動 的 に 周 流 雪 を 変え 、 受 告 し た い 情 号 を 条 し 出す 機能 で す , 

・ タ イマ ー ス キャ ン 越 能 
スキ ャ ン 停 上 後 、 受信 信号 が あっ て も 3 秒 経過 する と 次 

テ ャ ン ネ ル に 移る 。 

・ ビ ジー スキ ャ ン 機 能 
スキ ャ ン 僚 止 後 、 受 信 信 号 が 筑 く な れ ば 次 の チャ ン ネ ル 
に 移る 。 

・ ス キャ ン 中 は ディ スプ レイ の 周波 数 表示 部 の 1MHz デシ 
マル ポイ ント ( 』) が 上 京 滅 し ます 。 
モニ ター 機能 は 働き ます . 

・ ス キャ ン の 解除 に 、*WIONT キー 以外 の キー で で きま す 。 

・ 最 後に ダイ ヤル を UP/DOWN し た 方 向 ( ス キャ ン 以 外 の 
操作 も 含む ) を スキ ャ ン 徹 方 向 と し ます 。 

参 考 ' 

・ タ イマ ー ス キャ ン と ビジ ー ス キャ ン は セッ トモ ー ド で ぞ 昌 
り 替え ます 。 

免 VFO ス キャ ン 

1. ぐつ キー を 視 し て VFO モー ド に し ます 。 

2. る くう キー を 2 秒 以上 押し つづ け ま す 。 
スキ ャ ン が 開始 され ます 。 最後 に 式 作 し た 方 向 へ 、 チャ 
ン ネ ルス テッ プ 挙 位 で スネ キャン し ます 。 

3. ダイ ヤル を 時 討 方 向 に 豆 す と テッ プ 方 向 に スキ ャ ン し 、 
反 時 計 方 向 に 回 す と ダウ ン 方 向 に スキ ャ ン し ます 。 
VFO スキ ャ ン に 、 全 受信 周 波 粗 苑 材 を スキ ャ ン し ます 。 

4、 ス キャ ン を 止め る に は MONI キー 以外 の キー を 浮 し ます , 


) 


5.2 


王 メ モリ ー ス キャ ン 

1 ぐう キー を 画 し て メモ リー テー ド に し ます 。 

2 ぐ で ウ キー を 2 秒 以上 押し ます 。 
メモ リー スキ ャ ン ぷ 届 既 され ます 。 

3. ダイ ヤル を 時 計 方 向 に 回 す と アッ プ 方 向 に スキ ャ ン し 、 
反 笠 填 方 向 に 回 す と ダウ ン 方 向 に スキ ャ ン し ます 。 
メモ リー スキ ャ ン は メモ エリ ー さ れ て で いる チャ ン ネ ル の 
み を スキ ャ ンジ し ます 、。 

4 スキャ ン を 止め る に は MONI キー 以外 の キー を 押し ます , 


旬 ス キッ プチ ャ ン ネ ル 設 定 

スキ ッ プ チャ ン ネ ル に 設定 され た メモ リ テ ャ ン ネ ル は 、 メ 

モリ スキ ャ ン 時 に スキ ャ ン の 記 象 か ら 外 され ます 。 

参 考 ! 

・ ス キッ プチ ャ ン ネ ル は 、 セ モット テー ド で 設定 し ます 。 
(We デ 31 ペー ジ ) 

キー ロッ ク 機 能 

で キー を 2 秒 以 上 光二 と キー ニッ ク が 設定 され ます 。 

・ キ ー ロ ッ ク 暑 は 、 デ ィ ス プレ イ に Cーm マ ー ク が 京 灯 し 
ます 。 

・ キ ー ロ ッ ク 状 態 で は 、 PTT、LAMP、 MONI キー、VOL、 
SQL、 ト ー ン ニー ル の 和民 作 が 可能 で す 。 

に 

・ キ ー ニ ッ ク を 解除 する に は 、 再 度 ぐ 2 キー を 2 秒 以上 押 

し ます 。, 


5.3 


5.4 
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トー ンコ ー ル 欄 能 
送信 時 に トー ン 信 号 を 基 っ た り 、 透 話 相手 の 呼び 缶 し 等 に 
ご 利用 くだ きい い 。 
・PTT キー を 押し な が っ MONI キー を 押し て いる 間 、 ト ー 
ン 信 号 が 送信 ほれ ます 。 
トー ン 江 波 数 は 初期 値 1730Hz で セッ トモ ー ド で 変更 可 
能 で す 、(gg 28 ペー ジ ) 
・ ト ー ン 、DCS 設定 され て いる 場合 に は 、 トー ン 周 波数 . 
DCS コー ド を さら に 本 加 し て 送信 し ます 。 


チャ ン ネ ルネ ー ム 機能 
メモ リー モー ド で 周 汽 数 表示 の 変わ り に 任意 の 文字 、 寄 号 
を 表示 する 機能 で す 。 
文 宇 の 種類 は A~ て ZZ、0^ つ りな どの 67 種類 で す 。 


本 設定 方 法 

1. メモ リー モー ド マ で マチ ャ ン ネ ルネ ー ム 設定 し た い テ ャ ン 
ネル を 六 択 し ます 。 

、 で 5 キー を 押し 後 計 条 中 に とう キー を 押し ます 。 

. ディ スプ レイ に [A 1 が 喜 滅 衣 示 し ます 。 

- ダイ ヤル を 回 し て 入力 文字 を 選 炊 し ます 。 

. 9 キー を 押す と 入力 文字 が 点灯 に 変わ り 確定 し ます 。 

. 確定 し た 文字 と 局 一 文字 が 一 つ 右 側 で 点 計 し 入力 符 ち 
と な り ま す 。 

て の キー で 確定 し ます 。( 順 次 入力 し ます 。) 
入力 中 に て づ キー を 押す と 入力 文字 が 全 消去 され ま 
す 

・ MONI、 ぐ で う 、 ぐう キー 以外 の キー を 理 す と 設定 完了 と な 


の い ゆ ー ド も > よう 


po 3 


に 


り 、 通 常 表示 状態 に 戻り ます 。 


委 チ ャ ン ネ ルネ ー ム ム 機 能 の 運用 

・ メ モリ ー モ ー ド に する と チャ ン ネ ル ホ ネーム 設定 さき むれ てい 
る チャ ン ネ ル は 周波 衣 表 示 の 部 分 が 設定 し た 文字 、 符 写 
で 表示 され ます 。(CH 符号 は その まま 表示 され ます 。} 

・ だ キー を 漠 す と 表示 が 5 秒 の 間 同 波数 家 示 に 変わ り ま 
す 。C 次 宇和 何 か の キー が 提 さ れる と チャ ン ネ ルネ ー ム 表示 
に 記 り ます 、) 但 し 、 ファンクション 機 能 に 割り 当て られ 
た キー を 提 す と 、 そ の 設定 モー ド に な り ま す 。 


5.5 ラン プ 提 能 


で 5 キー を 提 し 後 記 灯 中 に YONI キー を 沖 す と 、LCD の 
バッ クラ イト が 宮林 し ます 。 
・ 無 操作 状態 が 秒 留 恋 す る と ラン プ は 自動 的 に 准 灯 き 
れ ま す 。 
・ 上 京 村 中 に LAMP キー 以外 の 竣 作 が あれ ば 、 そ こ か ら 5 
砂 間 点灯 が 延 友 さ れん ま す 。 
・WONI キー を 押し な が ら 電 涼 を ON する と ラン プ が 常時 
京 灯 状 態 と ね なり ます 。 
・ 常 時 点灯 状 綴 で も だ う キ ー 押 し 後 MONI キー を 押す と ラ 
ンプ が ON ノ OFF し 末 す 。 


第 6 章 交信 機能 


画 選 択 呼出 の 方 法 


・ 特 定 の 局 と 交信 する 場合 に は 、 ト ー ン スネ ケル チ 磯 能 又は 
DCS 玲 骨 を 使用 し ます 。 
トー ンス ケル テテ 機 能 は 、 自 局 で 股 定 し た 39 衝 秦 の トー 
ン 書 波数 が 宜 字 局 の トー ン 周 波数 を 受信 し た 時 に 一 致 
し て いれ ば スケ ル テ が 開く 機能 で す 。 

・DCS 損 能 は 、 自 局 で 設定 し た 104 竹 類 の デジ タル ニー ド 
が 柏 字 局 の デジ タル ニード を 受信 し た 時 に 一 致し て い 
れ ば スケ ル テ が 開く 機能 で す 。 

・ ト ー ン スケ ル チ 機 能 と DCS 能 を 同時 に 併用 する こと 
は で きま せん 。 


6.1 トー ンス ケル チ 機 能 


柚 ト ー ン スケ ル チ の 設定 
1. セッ トモ ー ド で TN-OFF で ダイ ツヤ ル を 吉 し て 設定 し ま 


す 。 T T/SQ 
TN-ENC 一 TN-TSO 一 TN-OFF 
ニー ニー ニニ ーー ー-」 


2. MONI キー、@ で 9 キ ー 以 外 の キー を 押す と 設定 完了 と 

な り 、 通 常 状 態 に も どり ます 。 

・ 馬 の み の 点 灯 は 、 エ ンコ ー ダ 源 租 の み の 設 定 で す 。 

・ 巴 EE 慰 灯 は 、 エ ンコ ー ダ デュ ー ダ 提 能 (トー ンス 
ケル チ ) の 設定 と な り ま す 。 

・ ト ー ン 周波 数 妻 示 中 も モニ ター 機能 が 働き ます 。 


トー ン 周 波数 の 設定 
セッ トモ ー ド ロロ で タイ ヤル を まわ し て 設定 し ます 。 


1. トー ン 周 波数 表示 状態 で ダイ ヤル を 回 し て 、 使 用 する ト 
ー ン 漁 波 数 を 下記 の 39 価 の 標準 トー ン か ら 選 択 し ます 。 
(H2) 
67.0 693 719 744 77.0 797 82.5 854 
883.5 91.5 948 97.4 100.0 103.5 IO72 110.9 
114.8 118.8 123.0 127.3 131.8 136.3 141.3 146.2 
131.4 156.7 162.2 167.9 173.8 1799 186.2 192.8 
203.3 2107 218.1 223.7 233.6 2418 230.3 


トー ン 周 波数 の 設定 変更 | 6 
トー ン エ ン ニ ー ダ 周波 数 と トーン デ ニー ダ 周 汽 融 と を 
別々 に 設定 する こと が 出来 ます 。 

・ 証 表示 状態 で ニン コー ダ 局 波数 を 変更 する と 、 委 動 的 に 

デニ ュー ダ 周 波数 も 同じ 値 に 変わ り ま す 、 

・ 記 国 加 表示 状態 で 周波 数 を 変更 する と 、 デ ュー ダ 周 波 

凌 の み 変 更 さ れ ま す 。( エ ンコ ー ダ ン デ コーダ 有 周波 数 が 
異な っ た 設定 が で きま す 。) 


筐 トー ンス ケル チ の 動作 
1. 受信 し た 渦流 填 が 設定 し た 周波 数 と 一 致し た 時 に スケ 
ル チ か が 解除 され ます 。 
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6.2 DCS 機能 
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聡 DCS の 設定 
1 エッ トモ ー ド DCSOF で ダマ ヤル を 回 し て 設定 し ます 。 


DCS 
DCS-OF -・ 023・… 254 


・ ニード 表示 中 も モニ ター 病 本 が 働き ます 。 


2. MONI キー、 で 3 以外 の キー を 押す と 設定 完了 と な り 、 
DCS 表 示 十 通常 表示 状態 に 戻り ま す 。 


命 DCS コー ド の 変更 

DCS コー ド 設 定 モ ー ド に お いて 、DCS コー ド を 設定 し ま 
す 。 (DCS 点 灯 状 前 ) 

・DCS = ミード は ニン ュー ダン デュ ー ダ 局 一 コー ド が 設定 さ 

れ ま す 。 

DCS コー ド は 以下 の 104 種 味 が 肖 択 で きま す 。 
023 023 026 031 032 036 43 047 05{L 053 
054 063 071 072 073 074 114 113 I16 122 
125 131 132 134 143 145 132 135 156 162 
163 172 174 205 212 223 225 226 243 244 
243 246 231 232 233 261 263 263 266 271 
274 306 311 313 323 331 332 343 346 331 
336 364 363 371 411 412 413 423 431 432 
443 446 4S2 434 453 462 464 465 466 503 
306 316 323 326 332 546 363 606 612 624 
627 63! 632 634 662 664 703 212 723 731 
732 734 743 734 


際 DCS の 動作 
受信 し た = ニー ド が 設定 し た コー ド と 一 致し た 時 に スケ ル 


チ が 解除 され ます . 


第 7 章 特殊 機能 
7.1 盗難 警報 機能 


本 搬 が 盗難 され か か っ た 時 、 ス ピー カ か ら 待 告 音 を 発生 す 
る 機能 で す 


珍 設 定 

必ず バッテリー バッ ク を 到 り 対 け て くだ さい 。 

1. 外部 DC 電源 アテ ラグ ュー ド を 差し 込み ます , (ニー ド の 
先 は 車 な ど に 接続 し て お いて くだ さい 。) 

2. セッ ト テ ー ド で SCR-ON に 設定 し ます 。 
信 竹 30 ペー ジ ) 
ディ スプ レイ に 楽 ぶ 点灯 し ます 。 


・ 77 


の 


3. 本 体 の 電源 スイ ッ チ を 切り ます 。 


・ 設 定 の 解 只 は セッ トモ ー ド で SCR-OF に し て くだ さい 。 


珍 練 。 作 
・ 本 体 を 持ち 出 そ う と 電源 コー ド を 抜く と 警告 音 が 吊り ま 
す 。 
告 音 は 一 度 則 る と バッ テリ ー パ ッ ク を 外さ な い 限 り 鳴 
り 止 み ま せ ん 。 


・ バ ッ テ デリー ペック を 取り 付け 、 軍 源 を ON に し て テッ ト 
モー ド で 解除 し て で くだ さい 。 
通常 運用 時 に 必ず SCR-OF に し て お いて くだ さい い 。 


・SCR-ON 設定 後に 再度 電源 を 入れ る 場合 は 、 電 源 ス イッ 


チ を 1 秒間 以上 押し つづ け て くだ さい 、。 


72 外部 端子 制御 機能 


本 機 の MIC ジャ ッ ク 強 子 よ り ス ピー カ ON 時 に 「SV」 を 
出力 する 機能 で す 。 
・ セ ッ ト モ ー ド に より EXP-ON に 設定 し ます 。 


("30 ペー ジ ) 
ディ スプ レイ に AA が 冥 灯 し ます 。 


生 踊 4 


・ 民 号 を 受信 (TSQ プ DCS が 設定 され て いる 時 は トー ジン 


ニー ド が 一 致 時 ) す る と MHC ステ レオ ジャ ッ ク の 中 天 部 
端子 より DCSV(SmA MAX) が 出力 され ます 。 


・ 解 除 は セット モー ド で EXP-OF に し て くだ さい 。 


EXP-ON 時 は オプ ショ ン の VOX MIC 等 (EME 一 12, 
EwE 一 13, EME 一 15) は 使用 で きま せん 。 


EXP OUT(SM 


る 2.5g STEHEO 
ー GND 


25 


7.3 MRS( 下 除け 音 ) 機 能 
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本 機 ス ピー カ か ら 政 の 嫌がる 超 昔 波 を 発生 させ る 機能 で 
す 。 
・ セ ッ ト モ ー ド で MRS-ON に 設定 する 。 30 ペー ジ ) 


ディ スプ レイ に が 点灯 し ます 。 


ルイ に 7 アルル ルル 


本 2 ナル ナイ / 


・MRS を 設定 し て も 通常 運用 は で きま す 。 

・MRS お 設定 され る と 営 に 亜 埋 波 を 発生 し て いま す の で 
電池 の 運 届 時 間 は 若 千 坦 く な り ま す 。 
・ 設 定 の 弟 除 は セッ トモ ー ド で MRS-OF に し て くだ さい 。 


注 

・ 世 界 中 に は 数 千種 も の 表 が 生息 し て いす 。 その た め 、 
吾 の 中 に は 本 機 の 超 音 波 を 笠 が ら な し い 敷 も お り 、 その 束 
に は 効果 が な いこ と も あり ます 。 


第 8 章 セッ トモ ー ド 


去 機 さ で は 、 セ モッ トモ ー ド を 使用 し て いろ いろ な 機能 を 設定 
する こと な が で きま す 。 


8.1 セッ トモ ー ド 一 覧 


初 二 表 示 欄 能 
1. 3-GN ィ バッテリー テープ の 役 定 線 
2 MR スキ ャ ンタ イプ (タイ マー/ ビ ジー) 急 り 負え 
っ 3 ON デー プ 宮 の 設定 / 記 線 
6 放 3o トー ンジ ニー シシ 信 号 同 所 若 の の り 要 え 
5 WTror CPU タク ロッ クシ ウト の 破 定 / 解 除 
SBCLrOP ビジ ー テ ャ ンー ネル ロッ クア ナウ ト の 机 定 7 解除 
7.T-OFF タイ マー アウ ト タ イ マー 時 間 の 机 十 / 欠 
8.TP-OTF タイ ユア ウト タイ ーー ペナ ルプ ィ 完 韻 の 机 二 導 
ro 杏林 窟 根 手札 の 設定 / 幸 
I0.EXP-OF 外部 里子 制 末 検 能 の 相 定 / 衝 路 
11 Js or 胃 際 け 意 玩 重 能 の 宮 定 / 解 除 
の この 
13. SFP-OF ニシ ント 方 向 の 設定 :P 昧 
C! 6 シフ T 周 法 計ら 仙 定 
15. っ Lorr トー ンス ケル チ の ゆり 生え / 角 除 
1 ュー 末 波 散 の 酸 定 
bs_on DCS の 松 定 / 和 解除 
18 APO- つ F ネー トバ ワー オラ の 設定 / 除 

は ne Se.op スキ ンプ チャ ン キ ネル の 定 7 科 除 


讐 っ 和 モリー テー ド の 2 裕 直 きれ を す 


MONT キ ー 
で 選択 


で 壮 択 


・ 右 記 の 「 モ セッ トモ ー ド 機 衣 一 覧 朗 」 を 切り と っ て ど 使 局 く だ さい 。 


6.2 セッ トモ ー ド の 設定 方 法 


セッ トモ ー ド 一 覧 表 


1 で キー を 2 秒 関 以上 押し ます 。 
セッ トモ ー ド に な り ま す 、 
初期 メニ ュー は ディ スプ レイ に "BS-ON” と 表示 し ます 。 

2. MONI キー か ー を 泊 し て メニ ュー を 選択 し ます 。 
この 其 態 で に 、 モ ニタ ー 和 機 能 は 動作 し ませ ん 。 

3.、 ダイ ヤル を 回 し て 設定 内 容 を 変更 し ます 。 

4. MIONI キー、 一 以外 の キー を 押す と 設定 完了 と な 
り 、 通 常 表 示 状 疲 に 戻り ます 。 

・ 座 回 か ら テ ッ ト モ ー ド に 入る と 、 最後 に 操作 し た セッ ト 
メニ ュー が 表示 され ます 。 


+ 1 
き きき 革 ゃ 8 M 
ま ミール を まき で ・ 
E 拉 本 きき 人 穫 3 
まま 
を N る ま で 生き を ま BR E る まき 
生き 軸 痢 を 
人 
SS まま 31 1 8 WI SNEESK33 
て を で る し 寺 計 3 APR SS ER まま 
NHN SN を さい SS も ト N を ri , 
ま * さ KLS 前 : と 7 
STITTEEEEHHEEIH: 
ST 1S 1 4 きき SS ま ENESSNz2 ・ 
を 01884 ミ ま ESNt1131 計 : 
テ を 3 8 ま 8 と 5 W 
上 EE を _E_B_S- は 5 
-E 538=3 こ 5 提議 

< に EE に 3 : * 
ーー 


8.3 セッ トモ ー ド で 設定 され る 機能 
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本 機 の セッ トモ ニード で 送 定 する こと 記 中 来る 機能 は 区 の 
通り で す 、 
それ ぞ れ の 環 能 に つい て 説明 し ます 。 


例 1 バッ テリ ー セ ー ブ 提 能 
電池 の 無 牧 な 消耗 を 防ぐ た め 、 キー 操作 を し な い 其 態 や 信 
号 を 受信 し な い 状 態 が 3 物 同 以上 続く と 一 定 の 比 守 で 受入 
避 中 電 激 を ON/OFF する 機能 で す 、 
1. ディ スプ レイ に BS-ON~ が 表示 され ます . 
2. ダイ ヤル を 回 す と 表示 お 変わ り バ ッ テ リ ー セ ー プ の 
ON/OFF が 功 り 替わり ます 。 
BS-ON つ BS-OFF 
1 REI 


・ 工 場 出 珍 時 は ON に 設定 さん て いま す 。 
・ 信 号 を 受 情 し た り . 操作 が ある と バッ テリ ー セ ー プ 動 件 
は 一 黄 的 に 解 際 きれ ます 。 


@⑯ 2. ス キャ ンタ イブ 切替 機能 

タイ マー スキ ャ ン と ビジ ー ス キャ ン を 幼 り 替え ます 。 

1. ディ スプ シイ に [TTMER] が 表示 され ます 。 

2. ダイ ヤル を 回 す と 表示 が 変わ り ス キャ ンタ イプ の 設定 
が 変更 され ます 。 


TIMER 一 BUSY 


@ 3. ビー ブ 斉 要 能 
操作 時 に ビー プ 音 を 鳴ら す 機能 で す 。 
1. ディ スプ レイ に [BEP-ON] が 表示 され ます , 
2. ダイ ヤル を 臣 す と 表示 が 変わ り ピ ー プ 童 の ON/OFF が 
切り 替わり ます , 
BEP-ON 一 BEP.OF 
に ンー デ と j 


4. トー ンコ ー ル 周波 数 設定 
ディ スプ レイ に 【[1750] が 表示 され ます 。 
ダイ ヤル を 過す と 表示 が 変わり ト ー ン ュー ル 周 波数 の 
設定 が 変 吉 され ます 。 
1730 つ 2100 一 Ii000 一 1450 
人 セ ニ ーー ニー ーー - 半 


多 
1. 
2. 


例 5、 ク ロッ クシ フト 設定 
運用 し よう と する 局 波 敬 札 CPU の クビ ロッ クノ イズ に より 
妨害 を 受 に た 場合 、CPU の カコ ッ ク 数 を シフ ト し て ノイ ズ 
を 希望 選択 周波 数 か ら ず ら す こと が で きま す 。 
1 ディ スプ レイ に [SFT-OF] 誠 表 示さ れ ま す 。 
2. ダイ ヤル を 治す と 表示 が 変わ り ク ロッ クジ フト の 
ON/OFE が 切り 凌 わ り ま す 。 
SFFOF つ SFT-ON 
に ーーー ま | 


欠 6 ビジー チャンネル ロッ クア ウト 設定 
受信 状 間 に 忘 じ て 送信 を 制限 する 機能 で す 。 
1. ディ スプ レイ に [BCL-0F] が 表示 され ます 。 
2. ダイ ヤル を 回 す と 表示 が 変わ り ビ ジー チャ ン ネ ルビ ッ 
クア テウ ト の ON/OFF が 切り 替わり ます 。 
BCL-OF 一 BCLON 
ドニ ニー テー 


・ ピ ジー テ ャ ン ネ ル ロ ッ クア ウト が 設定 され て いる と 敵 
の ①②③ の 場合 の みみ 送信 が 可能 で す 。 
それ 以外 の 条件 で は 送信 する こと が 出来 ませ ん 。 
送信 が 禁止 され て いる 状態 で PTT キ ー を ON する と 警告 
音 が 但 り ます , この 吐 、 電 波 は 送信 され ませ ん 。 


① 信 号 が 入 感 し て いな い 場 合 。( 遇 国人 が 消灯 し て いる 状 
態 ) 

トーン スケ ル 了 チ 設 定 状 双 で トー ン が 一 致し て スケ ル 
子 が 開い た 場合 、 

③DCS 設定 状 半 で コー ド が 一 致し て スケ ル チ が 関 い た 
場合 。 


信 7.、TOT( タ イム アウ ト タ イ マー) 
送信 が 続 し て 一 定 の 時 席 以 上 続い た と き 、 自動 的 に 送信 
を 停止 させ る 機能 で す 。 
1 ディ スプ レイ に 【[T-OfFF] が 表示 され ます 。 
2. ダイ ヤル を 回 し て TOT 放 間 を 変 有 更 し ます 。TOT 
時 間 な 最長 450 秒 ま で 股 定 で きま す 。 


OEF つ 30…6⑩ つ 90 つ …" つ 430 
人 で ニー ュ ーー ニー ュー 


TOT の 動作 

・ 境 続 送信 時 間 が 疫 定 さ れ た 時 間 を 超過 し た 場合 、 タ イム 
アテ アップ の 3 秒 前 に 無効 音 が 鳴り 、 代 線 機 は 自動 的 に 受信 
状態 に な り ま す . 
この 更 合 、 一 度 PTT キー を OFEF に し な いと 次 の 送信 は 
出来 ませ ん 。 
COT ペナ テ ル ティ が 設定 され て いる 場合 に は 、 設 定 され 
た 時 還 内 に 再度 IT を QFF つ ON に し て も 送信 で きま せ 
ん 。) 


殺 8.TOT ペナ ル テ ィ 叶 間 
送信 が TOT 電 能 で 終了 し た 場合 、PIT キー を 押し て も 、 
設定 され た TOT ベ ペナルティ 持 柚 内 は 送信 を 茜 止 する 機能 
で す 。 
1 ディ スプ レイ に [TP-OFF. が 表示 され ます 。 
2. ダイ ヤル を 回 す と 喪 示 が 変わ り 9 TOTY ペナ ル テ ィ 時 間 の 

設定 が 変更 され ます 、 

TP-OFF 一 TP-1 つ TP4 つつ TP-I5 


ペナ ル テ ィ 時 間 中 は 送信 が 禁止 され ます 。 8 
・TOT ベ テ ル ティ 時 間 中 に PTT キー が 担 さ れ た 場合 に は 

アテ ラー ム 音 が 負 ま す . 
・TOT 時 間 鼓 了 後 PITT キー が 押さ れ 続 け 、TOT ペナ ル テ 

ィ 設 定時 間 以 上 押さ きれ 続け た 場合 に は ペナ ル テ ィ 動 作 

を 解除 し ます 、 
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B 


人 @ 9. 次 難 登 報 言 境 能 
1. ディ スプ レイ に [SCR-OF] が 表示 され ます 。 
23. ダイ ヤル を 滞 す と 表示 が 変わ り 刻 避 警 報 音 機能 の 
ON/OFF が 切り 奪わ り ま す 。 
SCR-OF ~ SCR-QN 
た ニー ーー 


@ 10. 外部 問 子 制御 出力 
1. ディ スプ レイ に [EXP-OF] が 表示 され ます 。 
2. ダイ ヤル を 回 す と 表示 が 変わ り 外 嘆 中 子 か っ の 制御 出 
力 の ON/OFF が 切り 傘 わ り ま す 。 
EXPOF 一 EXP-ON 
セー ニー 


@ 11. 政 除 け 埋 機能 
ょ . ディ スプ レイ に [MRS-OF] が 表示 ほれ ミ す 、。 
2. ダイ ヤル を 回 す と 表示 が 変わ り 除 け 音 の CNZOFF が 
多 り 替わり ます . 
MRS-OF 一 RS-ON 
も ーー 


人 @ 12 テ ャ ン ネ ルス テッ プ 設 定 
1. ディ スプ レイ に [STP-5] が 表示 ほれ ます , 
2. ダイ ヤル を 可 す と チャ ン ネ ルス テッ プ が 下記 の よう に 
記 破 わり ます 。 
デー DOWN UP つ (kH2 め 


ED ー STP-10 STP23 つ STP-15 一 STP20 つ STP-25 一 STP.30 
] 


・ メ ニモ リ ー モ ー ド で は チャ ン ネ ルス テッ プ 選 択 が 出来 ませ ・ 


H 
アン o 


テ ッ プ 値 を GHz、 10kHz、13kFiz、20kHz 、 30kHz) か らち 
0 和 2SkHz) の いずれ か に 変更 し た り . その 逆さ に 変 
更 す る と 、 変更 完了 時 の 周波 数 と シフ ト 幅 が 補正 され る こと 
が 有り ます 、 

@ 13. シフ ト 方 向 の 設定 
1. ディ スプ レイ に "SFD-OF] が 表示 され ます 。 
2. ダイ ヤル を 束 す と シフ ト 方 向 が 下記 の よう に 区 状 わ り 


詩 
ます . SFD-OF 一 SFD- 一 一 SFD- 十 
人 き 手 | 


介 14. シフ ト 同 波数 の 設定 

通 営 、 レ ビー タダ は デュ ー プ レク ケス モー ド で 使用 され ます 。 

即ち 、 あ る 周波 数 で 受信 し た 信号 を 列 の 同 波 数 で 再送 信じ し 

ます 。 この 二 つ の 周波 数 の 差 が シフ ト 居 波 到 で す 。 シフ ト 

周波 数 の 設定 莉 下 は 0-99.993MEIz まで で す . 

1 ディ スプ レイ に シフ ト 局 波数 が 表示 され ます 。 

2. ダイ ヤル を 回 す と シフ ト 周 波 雪 が 1 チャ ン ネ ルス テッ 
プ づ つ 可 変 で きま す 。 導き を 押し な ぶら ダイ ヤ 
ル を 呈す と 1MHz ステ ッ プ で 可変 で きま 


[名 考 ] 
・ レビ ー タ ー と は 遠く に 郊 れ た 局 と の 交信 を 可能 に 
する 無線 中 継 局 の こと で す 。 


430MHz 帯 の 場合 、 ほ ぼ 日 本 会 国 に 設置 され て い 
ます 。 

レビ ー タ ー と アク セス する に は 送信 周波 数 を 「-」 
方 向 に 5MHz シフ ト し 、 88.5Hz の トー ン を 付加 し 
て 送信 し ます 。 


人 @ 15 トー ンス ケル テ の 設定 
6.1 トー ンス ケル チ 機 能 を 参考 に し て 下 き い 、 
(E デ 23 ペー ジ ) 
@ 16. トー ン 周 波数 の 設定 
61 トー ジス ケル チ 天 能 を 参考 に し て 下さ い 、 
(2 アー 23 ペー ジ ) 
人 17.DCS の 設定 
6.3 DCS 夷 能 を 参考 に し て 下さ い 。 
(Em テー 24 ペー ジ ) 
@ 18 オー トバ ワー オフ の 設定 
電源 スイ ッ チ の 切り 忘れ に よる 電池 の 消耗 を 防ぐ 僕 能 で 
1. ディ スプ レイ に 「APO-OF_ が 表示 され ます , 
2. ダイ ヤル を 到 す と 表示 が 変わ り オ ー ト パワ ー オ フ の 
ON/OFF が 切替 わり ます 、。 
APO-OF 一 APO-ON 
ニー ニー 


3. 設定 を ON に する と 、 ディス プシ イ に [APO] が 表示 き 
れ ま す 。 


APO の 動作 
・APO が 吉 灯 し て いる 時 、 押 哲 作 の 状態 が 約 30 分 問 続く 
と ピー プ 杏 が 鳴り 、 言 動 的 に 無 馬 的 の 意 源 記 切 れ ま す 。 


再び 電源 を 入れ る に は 、 も や う 一 度 、 和 電源 スイ ッ チ を 
ON に し て 下さ いい 。 


中 長き され ませ ん キー 損 作 の み 


@ 19. ス キッ プ テ ャ ン ネ ル の 設定 
1. ディ スプ レイ に [SKP-OF] が 表示 きれ ます 。 
2. ダイ ヤル を 回 す と 表示 が 変わ り ス キッ プチ ャ ン ネ ル の 
ON/OFE が 切 束 ちり ます , 
SKP_OF -* SKP-ON 
は 2 二 紅 S) 


3. 設定 を ON に する と 、 設 定 ミ れ た メモ リー チャ ン ネ ル は 
10MHz デジ シマ ルポ イン ト が 点 富 し ます . 


の 設定 は メモ リー モー ド の み 表 示さ れ ま す 、 
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第 9 章 クロ ー ン 機能 ・ パ ケッ ト 通 信 


ーーーー ニ ーーーーーーmー ア ーー ツー ツーー ツ ーー プー プー ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


9.1 


9 | 
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クロ ー ン 機能 


クセ ロー ン 和 機能 と は 、2 台 の 無線 和 機 を ケー ブル で 接続 し 、+ 
台 に 設定 し て いる 全 報 (メモ リー デー タ を 含む ) を 他 ( 受 
け 個 ) の 無線 箇 に 転送 し て コピ ー す る 擬 能 で す 。 


全 法 続 方 法 

・ 刀 の 様 に 、 送 り 側 お よび 受け 側 の 2 台 の 無線 機 の 外部 ス 
ピー カ 端 子 ど う し を 市 販 の 33 ぁ ステ レオ ミニ プラ グ ュ 
ー ド で 接続 し ます 。 

・ ケ ー ブ ル の 接続 は 必ず 本 価 の 電 湖 を OFF に し た 状態 で 


行っ て 下さ い 。 
起り 側 受け 綱 
秘 柱 SR 宣 紀 芝 つ SP 
ET 稀 チ へ 福引 
< om Tr > 


・ 接続 し た ら 両 拉 の 電源 を ON に し て くだ さい 。 


天 デ ー タ を 送る 側 の 操作 

1. MONT キー を 理 し な が ら PIT キー を 3 大 押 し ます 。 
ディ スプ レイ に 「CLONE」 が 表示 され 、 ク ロー ン モ ー 
ド に な り ま す 。 


2. この 状態 で PTT キー を 四 す と ディ スプ レイ に 「SD * 
キキ 」 が 表示 され 内 部 の 設定 情報 を 相 三 の 無線 機 に 転送 


4 一度 電 源 を OFF す る と み クロー シモ ー ド は 解除 され ます 。 


デー タ が 正確 に 転送 きわ な か っ た 和 場 合 は ディ スプ レイ に 
TPASS」 は 表示 され ませ ん 。 
再度 近 順 1 か らち や り 直 し て くだ さい 、 


疹 デー タ を 受け 取る 側 の 操作 
1. 送信 便 か ら デ ー タ が 送ら ちら れ くる と ディ スプ レイ に 
ITD まま 」 が 表示 され 転送 され ます 、 


2、 転送 が 完 プ し た ら 、「PASS. を 表示 し 、 転 基 完 了 し ます 。 


P455 


3. 本 体 の 電源 を 区 り ます . 


デー タ が 正確 に gG ま され な か っ た 場合 は ディ スプ レイ に 「PASS」 
は 到 示 され ませ ん 。 この 揚 合 、 送 信 側 か ら 送 り 直 すか 、 受 司 個 
の モット を リセ ッ ト 生 35 ペー 誰 し て くだ さい 。 そ の まま 受 
恒 側 の セット を 使用 する と 誤 和 一作 す る 場合 が あり ます 。 


人 注意 

・ 接 先 ケ ー ブ ル は 円 部 に 科 抗 の な い 直 千 タ イブ を 使用 し て くだ さい 。 

・ ク ローン 機能 で デー タ 球 送 中 に 条 か キー を 押す と 、 デ ー タ 転送 が 一 
時 中 止 さ れ ま す 。 天 送 を 再開 する と き は PTT キ ー を 押し て くだ さい 。 

・ デ ー タ 下 送 中 は ケー ブル を 抜か な いで くだ さい 。 ケ ー ブ ル が 抜け る 
と . 送信 側 の ディ スプ レイ に 「COMERR」 と 表示 され 、 デ ー タ 転送 
が 中 断 さ れ ま す 。 

- クビ ー ン 弄 能 を 使用 し て デー タ を 転送 する と 、 受 け 側 の デー タ 内 容 
は すべ て 送り 側 の デー タ 内 容 に 皿 き 換 わ っ て し まい ます 、 受 け 抽 に 
デー タ が ある 場合 よ 演 糧 し て く だ さい 。 


パ バケット 人 通 
パケット 通信 と 
作 を する デー タ 通 信 


ジュン と TNC を 使 朗 し て 送受 信 の 操 
の ひと つ で す 


バケット 通信 の 接続 

本 機 で パケ ッ ト 通 信 す る と き は 、 次 の よう に 接続 し て くだ さい , 

パ バケット 通 憶 用 TNC 員 売 り 付 属 装 置 :Termmal Node Conrolkkr) 

の 名 適 子 と 接続 する と き は 、 本 体 上 面部 の SP 正子 に 3. $ ゅ プ 

ラグ 、WIC 端子 に 23 ゅ の 小型 プ デ テ グ を 使用 し て く だき \ ぃ 

・ 入 力 レベ ル の 調節 : 本 隊 の MIC 端子 に は 入力 レベ ル を 詩 
人 節 す る 機能 は あり ませ ん 。 "TNC 側 で 
入力 レベ ル を 猿 整 し て くだ さい 。 

・ 出 カレ ベル の 調節 : SE 瑞 子 か ら の 出力 レベ ル は 本 体側 の ボ 
リ ェ ュー ムツ マミ で 調節 し て くだ きい 、 


バケ ッ ト 通 信 の 接続 の し か : た 


て 5ePLUS imFi 


( 往 ) 内 序 の SV ライ ン か ら 100( の 朱 抗 を 通し て 電圧 が 供給 
され ます 。 


注意 
・TNC と パソ コン な ど と の 接 逮 方 法 は 、 TNC の 取 援 説明 者 に し 
た が っ て くだ そい 。 
また 、 バ ソコ ン 、TNC、 本 張 と の 距 難 が 近 す ぎる と . ノイ ズ を 
受け る こと が あり ます 。 
その 場合 は で きる だ け 忠 し て お 使い くだ さい 。 
・ パ ケッ ト 骨 信 を お こ な う と き に は バッ テリ ー セ ー ブ 宙 能 を OFF 
に し て くだ さい 、。 
・ 揚 手 局 の 周波 筆 を ご 確認 くだ さい 、 
局 波数 が ずれ て いる と 、 リ トラ イ 回 政 が 多く な り ま す 。 
・1200bps 以 で で ご 使用 くだ さい 。 
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第 10 章 保守 ・ 参 考 
10.1 0 
座 の よう な 症 六 は 故障 で は あり ませ ん の で 、 よ く お 確 かめ に な っ て くだ きい 。 
処置 を し て も 異常 が 統 く と きま は 、 リセ ッ ト を する こと で 症状 が 回 復 す る 場合 が あり ます 。 
選 症 状 項 村 に 。 短 置 。 」 
> 中 ーー ュー テニ バッチ リー バッ ク が 手 般 不 良 を お こし て いる 。 バッテリー バック の 電源 の 得 れ な ど を 取り 茶 く 。 ! 
MM デイ スプ ブレ イド な 何 も 表 示 し [生活 示 科 区 し て いる 。 の ー 到 電 を 3 おこなう 。 1 
に に POWERX 源 ) キ ー を 難 す の が 早 すぎ POWER( 電 源 ) キ ー を 少し 長め に 操 す 。 
斉藤 ※ 抵 すぎ る 。 「 適切 な 理 量 に 設定 する 
2 に | 所 切な スケ ル チ に 設定 する 。 
0 か ら 音 志田 な い 。 活 信 査 が キャ ッ チ ーー ンス ケル チ が 働い ご いろ トー ンス ネ ケ ル チチ を 遂 除 する 。 
SD DCS が 働い て いる 。 1DCS を 解除 する 。 
ー 1PIT キー が 多き され 、 基 信 状態 に な っ て いる 。 PTI キー を 郊 す 。 時 ーー 
1CPG が 逆 作 動 し て いる 。 リセ ッ ト す る 。 


周波 数 村 示 が 常 に な っ て いる 。 


! チャ ン ネ ルネ ー ふ が 設定 され て いる 。 


「s4 チャ ン ネ ルネ ー ふ 撲 能 22 ページ)」 
を 参照 し て くだ さい *。 


スキ ャ ン ボ が できない 、。 


: ス ケル チ 送 開い て いる 。 


スケ ル チ を 穫 聞 の 消え る 値 に 設定 する 。 


周波 数 、 メ エリー チ ャ ン ネ ル No. が 区 り 琴 わ ら 


. キー ロッ クボ 設定 きれ て いる 。 


| キー ロッ ク の 設定 を 解除 する 。 


な い 。 コー ルモード に な っ て いる 。 6 
キー に よる 操作 が で き な り 。 | キー ロ ッ ク が 設定 きれ で いる 。 

レビ ー タ 機能 が 使用 で き な い , レビ ー タ を 使う た め の 設定 が 交 違 っ て いる 
送信 # で き な い 。 送 信 す る と 、 表 示 が 点滅 し た 内 ヽ る 
り 消え た りす る 。 IROGY ウ 


| キー ロッ ク の 設定 を 解除 する 。 


VFO モ ー ド 、 ま た は メモ リー モー ド に 切り 束 え る 。 | 
9 


レビ ー タ の 設定 を 障 す る 。 


. 始 司 ま で き 


ば い 。 送 哲 し て も 応答 が な い 。 


PTT キー が 確実 に 押さ きれ て いな いい 。 


PIT キー を 押し て TX/RK ラ ンプ を 赤く 京 寺 させ で 
か ち 差 信 す る 。 


昌 
充 堂 を お こ な う 。 | 
| 


| 生 信 中 に 若 示 が 点 読 し た り 首 えた りす る 。 


| オフ バン ド に な っ て いる -。 (シフ ト 談 定 才 ) 差 信 周 肖 雪 の 範 由 内 で 笠 信 する 。 
| 周波 表 が 造っ て いろ 。 1 とじ く な ちせ 
吉池 お 消 散 し て いる 。 充電 を お こ な う 。 ] 
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10.2 


リセ ッ ト 


リセ ッ ト を する と 、 各 夏 の 設定 内 容 が 工 考 出 荷 時 の 匠 期 値 


に 戻り ます 。 


1. うつ キ ー を 押し な が ら ど 先 キ ー を 押し 


電源 を 入れ ま 


す 。 
2. ディ スプ レイ に すべ て の セグ メン ト が 表示 され た ら 
で つう と ど 全 キー を 区 し ます 。 
初期 状態 の VFO モー ド に な り ま す 。 
工 揚 出荷 時 の 初期 値 ー 
VFO 周 波数 ie MHz 
CALL 周 波数 。 : 143.000MHz 
| メー リー チャ ン キ レ 至 : 0-39ch Blank ひ 39ch Blank 
チャン レス テッ アプ | 20kHs 20klz 
シフト 談 定 ご ーー ! 
オフ セッ ト 周 波数 | 0skHz 50Mllz 
トー ンス ケル 了 チ 及 定 一 一 
| 885Bz 
DCS コ ー ド ーー | 33 | o93 
| 送信 出力 Low Loy 
キー ロック 
タイ ム ア ウ ト タ イ マー 


スケ ル チ レ ベル 設定 


10.3 オプ ショ ン 一 覧 


EBP-SI1N 


EDC-36 


EDC-37 
EDC-』3 
EDC-97 
EDC-92 
EMS-9 

EMS-31 
ENME-+ 

EME-6 

EMIE-12 
ESME-13 
EME-15 
EME-16 
EME-17 


バッ テリ ー パ ッ ク (Ni-MR) 

(DC9.6V1500mAh) 
アクティブ フィ ルター 付 シ ガー ライ ター ケー 
プ ブル (DC 12Y 系 ) 
基地 局 用 DC ケー ブル (DC 12V 和 ) 
充電 月 シガー ライ ター ケー ブル (DC 12Y 系 ) 
急速 却 電器 
血 易 充電 器 (ウェ ォ ー ル チャー ジャ ー) 
スピ ー カ ー マ イ ク 
スピ ー カ ー マ イ ク 
イヤ ホン マイ クタ 
プチ 型 イ ヤ ホ ン 
VOX 付 ヘ ッ ド テッ ト (ヘッ ド ホ ンタ イブ) 
VOX 付 ヘ ッ ド セッ ト (イン ナー タイ ダブ) 
VOX 付 タ イ ビ ン マイ タク 
イヤ ホン マイ タク 
イヤ ホン マイ ク 
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10.4 申請 書 の 書き 方 


本 模 は 「 革 術 衣 玲 滴 合 証明 」 を 受け た 機械 で す 。 
ト テ ラン シー バー 本 体 に 貼ら れ た 「 技 術 基準 適合 証明 テー 
ル 」 に 証明 番 き が あり ます 。 
(番号 は 工 線 開 ご と に 異な り ま す 。) 
本 魂 を TNC な どの 集 属 波 置 を 付け な いで ご 合用 に な る 場 
合 は 、 徹 術 基準 適合 証明 凄 受信 配っ し て で 申請 で きま す 。 
(付属 装置 を 付け る 協 合 は 炊 の ペー ジ を 参考 に し て くだ 


きい :,) 


1 
を ( 補 / kN*** 


(ーー 


芝生 墓 氷 闘 詐 明 ラベ ル 


| し 。 
免 法 術 基準 適合 証明 で 申請 する 場合 
ぐ 技 適 証明 発行 願 > 


筑 9 送 栓 


四 10 当 息 
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ぐ 無 線 局 事項 及び 工事 設計 書 > 


筑 状 する 固 深 箕 の 囲 、 豆 中 絆 電力 、 愛 理 の 率 


[生計 する 還 看 の 押 、 宮中 電 力 、 逐 5 宮 = wwvw〈wW〈 ぴ Q _ |! 
し 当 発 天 | 補 中 側 電 2| 電光 の 回 式 。。 | 周 注 伯 「 空 中 引 宣 1 EE 
20 H F3 (Fm) 
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ニキ 和合 |  waakqa | 
| 肝 天 | 


ゞ の 


1 過 雪 二流 ト * ( 直 基 和え 


1※ 1] 装 適 証 選 発 行 珠 と 工事 設計 和書 の ※ 1 に は 上 記 の 凌 身 丁 陣 
ラベ ル の 番 詞 を ご 記入 くだ さい 、。 
[※ 2] 革 適 証明 送信 機 で す の で 省略 で きま す 。 
[※ 3】 合 用 する 空中 線 の 形式 を 記入 し て くだ さい *。 
( 付 定 の アン テ ナ の み 忠 語 す る 場合 は “ 単 一 型 " と ご 記入 
く だ さい 、。) 
{※ 41 (B 無 ) に つ を つけ ます 。 


欠 パ ケッ ト 通 信 の 付属 装 資 を つけ て 申請 する 場合 

バケ ッ ト 通 司 の た め に TNC な ご の 付属 対 澤 を 付け る 場合 
は 、 技術 基 維 遂 含 証 且 送 受信 裂 で は な く な り ま す の で 保証 
認定 を 受け て で 事 請 し ます . 


て 保証 認定 願 > 

1 「2. 美 信 機 -6」 の 欄 に 革 週 十 明 の 艇 王 を 記入 し 記す 、 

2 「2. 入 属 袋 置 , の 欄 は 「 有 」 に ご 〇 を 付け ます 。 

3 裏面 の 「3. 送 信 の 付 出 装 営 」 の 欄 に 、 付 鹿 装置 の 各 称 、 
方 式 、 規 閣 を 正確 に 記入 し 備考 林 に は 該当 する 信 機 毎 
号 を 怒 入 し て くだ さい 、。 


付属 装 告 の 方 式 、 浴 格 の 記入 列 
員 証 王 選 軒 EE 二 : 了 
パケ ッ ト 装 置 | 方 式 : AFSK 顧 置 、 通 因 涼 成 1200 ボー レー ト 

1 : 符 呈 坦 送 - AX.25 プロ トコ ル 準 礎 

1 周 流 間 往 移 : 二 SOOHz 

) 重 因 千 豆 数 : 700Rz 


任 号 () 


LILL 


く 無線 局 事項 及び 工事 設計 書 > 


半 靖 時 適 全 証 世 番 号 F、 


lkmoaw 。 |mm 電 人 笛 妥 更 | 入替 匠 補 衣 記 更 | 聞 符 位 生 丈 天宮 二 層 重 守 天 


電灯 可 双 な 電 肥 | 
の 生 式 


時 要 の 季 画 


as 


[※ ュ ] 投 病 証 唱 ラ ベル の 和合 号 を ご 皿 入 くだ さい 。 

[※ 2 j 適 証明 送信 機 で す の で 省略 で きま す 。 

{※3] 使 用 する 空中 線 の 形式 を 記入 し て く い 。 

[※ 4] 周 波 敷 測定 装 汗 は (B 無 ) に を つ に 雲 す 。 

・ 送 信 機 系 続 図 は 省 政 で きま す 。 
パケ ッ ト 遂 信用 の TNC を 接続 する 場合 は 次 の よう に 訪 入 し 
ます 。 
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NJMESO4Y 


10.5 送信 機 系 統 図 ANT 
144.00-- 5.985MHz 
< く DJ-193J> 
GO 能 守 増補 大 所 坦 大 折 載 基 電力 電 相 
トー ポス スン ェ ル タダ 1 2G48o8 2SC48C8 | "| 28C48Q8 MRFS745 2SK2975 
NLM2CO2V 
MIC T 
PLL 
MB4082A 
三 
21.25MHz 
呈 ar 
430.000 一 438.985MHz 
<DJ-493J> 
ニッ v に | | 取手 呈 導 トン 
ビー スス フィ イル 2SG5086 | esC5oeg 1 』PC87i0T MRFS745 gSK2975 
| 
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第 11 章 定 格 


<DJ-198J> 


更 一 役 定 拘 周 流 数 邊 講 
室 波 S 式 

周波 数 ステ = プ 
メモ リー チャ ン ネ ル 
アン テテ イン ビー ダン ス 
周波 数 安定 話 

マイ クロ ホン イン ビー ダン ス 
起源 電圧 

消 杏 電 


使用 斉 度 華 
浴 地 方 式 
す 法 


生長 


例 送 信 京 送信 出力 


変調 語 式 
不要 只 射 強度 
最大 周波 数 坊 天 
マイ クイ ン ビ ピー ダン ス 
参 受 信 如 受信 方 式 
受信 三朗 
中 同 周 法 数 


返 択 度 
自 周 流出 


<DJ-493J> 
TK:144 143.995*4Hz 供 一 般 定 手 
RX:124ー143.995MHz 
FSEFA4) 
5, 10、12.5. 13.20.23. 30 kHz step 
40 チ ャ ン 手 ル 填 1 コ ー ル チャ ン ネ キッ レ 
30 (不平 箇 ) 
土 5ppm 
2kn 
6.0 一 16.0VDC 
送信 5W 時 :L.2A 
受 谷 2gOmw 出 力 時 :200ma 
受信 スケ ル 明 叶 :5OmA 
受 僅 パ ッ テ リ ー テ ー プ 時 :20m ふ 
ー10ー60C 
マイ ナス 聞 
56CWD X 124(EHD X 37、5D) mm 
(EBpーSoN 到 藩 了 時 : 
約 320g (EBP 一 50N 装 若 噂 ) 


約 3W EBPーs0N 避 着 叶 
約 3W 針 部 13.8V 時 
約 0.5W Low 時 

リア クタ ンス 変調 
ー60dH 以 下 

二 SkHz 

2kn 


プル スー パー ペ ヘテロダイン 
ー14.0dBp(0.2V) 以下 
st F:21.7MGHz 

2nd IF:1S0kHz 
ーeudB:12kHz 届 上 

一 GodB:28gHz 以 で 
380mW 以 上 (MAX) 
20mw 以 上 (10% 歪 み 8Q) 


例 受 者 部 


周波数 錠 小 


電波 型式 

周 流 数 ステ ッ プ 

メモ リー チャ ン ネ ル 
アン テテ イン ビー ダン スズ 
周波 数 補 定 度 

マイ クロ ホン イン ビー ダン ス 
電源 補正 

章吾 電流 


便 用 温 刻 皿 下 
芽 地 廊 式 
す 雲 


に 9-3 

沙 信 出力 

次 填 方 式 

不 宴 轄 射 亜 度 
最大 周波 数 信和 
マイ クマン ビ ー ダ ンス 
革 信 方 式 
受信 感 導 

中 間 周 渋 数 

退 択 度 
低 周 波 出 力 


TX に 430.000 一 239.99SM4EHz 
RX:430.000 一 439.995iTFHz 
F3EXFIM) 


5. 10. 12.5. 15. 20.25.30 kHz step 


40 チ ャ ン ネ ル 十 コー ルチャ ン ネ ル 
59n (不定 衝 ) 

士 5mpm 

2kD 

Cc1e.0VDC 
送信 5W 時 :1.4A 

受信 280mW 出 力 呼 :200mA 
受信 スケ ル チ 員 時 30mA 

受信 バッテリー セー プ 叶 :30mA 
ー10 一 十 69C 

マイ ナス 捧 地 

S6CWD X 124(H) ベ 37.S(m) mm 
(EBp 一 30N 琴 宮 叶 ) 

幕 320g (ERP 一 50N 凌 覆 時 ) 


符 4W ERP-sON 球 着 叶 
町 SW 外部 13.8V 時 
0SW _ LOW 時 

リア タタ ンス 変 講 
ー6odB 以 下 

主 Skiz 

2kQ 


ダ ア プル スー バー へ ヘ テ ビ ダイ ン 
ー12.0dBp(0.25pY) 以 本 
1st TF:43.1MHHz 

nd 下 :43SkFz 
ー6dB:12kHz 以 上 
ー60dB:26kfiz 以 下 
280mW 届 上 (AX) 
200mWW 以 上 (1096 歪 を RG) 
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